
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

東京ベーシックドリル
診断テストの実施

年度末実施の診断
テストの正答率
60%未満の割合
１０％未満

20% 60% D 現在の達成率は低いが、年度末
の診断テストでは、目標を達成
できるように各学年の取組を引
き続き行っていく。

C C １月実施の診断テストの正答率
60%未満の割合１０％未満の学
年は２年生のみだった。

C ２６％の保護者が、学力が十分
に身に付いていないと感じてい
る。

診断テストの結果を分析
し。個別指導を行っていく
ことが必要である。

家庭学習週間（江戸
川っ子study
week!）の設定

ドリルパークを活
用し、７日間×３
回（毎学期１回）
の実施

80% 90% B ほとんどの児童が取り組むこと
ができている。取り組めていな
い児童への言葉掛けを強化して
いく。

B B 家庭学習習慣の取組を受けて、
９０％以上の児童が、日々の宿
題にもしっかりと取り組むこと
ができている。

B ８６％の保護者が、家庭学習習
慣の定着に向けた学校の取組を
評価している。

家庭学習習慣の定着に向
けて、継続した取組を
行っていく。

学校図書館を活用した
探究的な学習の実施

学期に1回、全
学年で実施

57% 80% C 図書館を使っての探究的な学習
を学期に１回行えていない学年
があった。教科単元を調整して
実施していく。

B B 学期に１回実施できていない学
年も、年に１回は取り組むこと
ができていた。

B ８８％の保護者が、読書に触れ
る機会の創出に向けた学校の取
組を評価している。

読書科において、各教科等
と関連して、探究的な学習
を行っていけるよう、年間
指導計画を立案していく。

体育授業における運動
量の確保

一単位授業あた
り、３０分間以上
の運動時間確保

90% 100% A 各学級とも運動量を意識して体
育の授業に取り組むことができ
ている。

B A 全学級の体育授業時間で主運動
に取り組む時間を３０分確保す
ることができた。

A 学校公開では、友達と協力して
すすんでゲームを行っていた。

場の設定の仕方などを工夫
して、各学級の体育の授業
で、運動時間をより充実し
ていけるようにする。

江戸川っ子なわ跳び
ウィーク

年間で２週間×
３回のなわ跳び
ウィークの実施

88% 100% B なわ跳びウィークを実施するこ
とができたが、より充実した取
組になるよう検討が必要であ
る。

C C 年間をとしてなわ跳びウィーク
の取組を行うことができたが、
新たな取組を進めていくことは
できなかった。

C 保護者アンケート・児童アン
ケートの結果から、取組が運動
の日常化や子供の意欲につなが
るものではなかった。

児童の意欲を喚起できる
ような取組にしていく。

校内研究による教員の
授業力向上による、運
動の質の向上

年間6回の研究授
業の実施と協議会
による授業検討

90% 100% A 研究を通して、体育の授業力の
向上につながっている。継続し
て取り組んでいく。

A A 全教員が、校内研究が授業力の
向上につながったと実感するこ
とができた。

A 学校公開では、友達と協力して
すすんでゲームを行っていた。

引き続き、基礎体力の向
上につながる体育学習を
行っていく。

適正な就学に向けた保
護者との連携

対象児童の保護
者との連携率１
００％

100% 100% A 対象児童の保護者ときちんと連
携して、対応することができて
いる。

A A 対象児童の保護者と適切に連携
をして、取り組んでいくことが
できた。

A 巡回指導に通う児童の保護者
は、連携した対応ができている
と感じている。

引き続き、担任、関係機
関、保護者で連携した対
応を行っていく。

いちにタイムの充実 年間８回の実施、児童アンケー
トで「いちにタイムが充実して
いる」という回答９０％以上

100% 93% A 教員目線では、充実した活動を
することができている。取組を
継続させていきたい。

A A 全教員がいちにタイムの活動が
充実した活動になっていたと感
じられる取り組みを行うことが
できた。

B 感染症等の影響により、中止や
延期になってしまうこともあ
り、楽しみにしていた活動を行
えないこともあった。

児童が計画したことが実
現できるよう、引き続き
全教員で支援していく。

あいさつから始まる異
学年交流

児童アンケートの「す
すんであいさつをして
いる」という回答９
０％以上

86% 91% B あいさつができている児童とそ
うでない児童の差を感じる。得
意ではない児童の習慣化につな
がる取組を検討していく。

B B 前期から代表委員の児童が新た
な取組を行ったことで、自分か
らすすんで挨拶をする児童が多
くなった。

C 子供たちはあいさつがきちんと
できているとアンケートで回答
している保護者は７３％に下
がってしまった。

代表委員の児童が中心にと
なって、あいさつを推進し
た取組を行っていけるよう
全教員で支援していく。

いじめの早期発見・早
期対応。

年３回のふれあ
い月間の実施

100% 100% A いじめアンケートやいじめに関
する授業を確実に実施し、いじ
め防止に向けた取組を推進して
いくことができている。

A A ふれあい月間の取組を全教員が
確実に行うことができた。

B いじめの早期発見・早期対応に
ついて、保護者のアンケートの
結果は８２％に下がってしまっ
た。

学年や学校全体の取り組
み方を見直し、協力して
適切な対応を行っていけ
るようにする。

不登校の解消に向けた
取り組み

対象児童の保護者・
SC、SSW等の関係機
関との連携率１００％

100% 100% A 対象児童の保護者に対して、担
任、学年、関係機関等で対応を
することができている。

A A 対象児童の保護者に対して、担
任、学年、関係機関等で対応を
することができている。

A 9３％の保護者が、自分の子が
楽しそうに学校に通っていると
感じている。

不登校傾向のある児童に
対して、全教員で連携を
して適切な対応を行える
よう努めていく。

LーGateを活用して
日々子供の実態把握に
努める。

実施率１００％ 70% 66% B 日によってL-Gateを実施でき
ていない学年、学級があった。
後期は全学級完全実施を目指し
ていく。

A B L-Gateを有効に活用できてい
ない実態がある。いじめや不登
校の未然防止に努めていく必要
がある。

B ８５％の保護者が、学校は子供
たちの姿を見守り、指導・支援
を行っていると評価している。

L-Gateの有効な活用例
を教員間で共有し、いじ
めや不登校の未然防止に
努めていく。

学校ホームページの更
新

毎日更新を行う 75% 100% A 毎日学校ホームページの学校日
記の更新を行うことができた。

A A 後期も全教員で分担をして、学
校日記をほぼ毎日更新すること
ができた。

A ８７％の保護者が、学校だより
やホームページを通して学校の
様子がよく分かると評価してい
る。

引き続き、HPの更新と
学校・学年だよりの発行
を適切に行っていく。

教育活動の改善・充実
に向けた本シートに基
づいたアンケートの実
施

前期後期の年間
２回を実施す
る。

100% 100% A 前期の教員アンケート、保護者
アンケートを基に、話し合った
改善策等について、取り組んで
いく。

B A 前期・後期の２回教員アンケー
ト、保護者アンケートを行い、
取組について振り返ることがで
きた。

B 後期の学校評価アンケートに対
して、19６件の回答があり、多
くの保護者が教育活動の改善・
充実に協力している。

学校評価で得たことを、教
育活動の改善と充実に確実
に還元していくよう、各分
掌で取り組んでいく。

学校公開・保護者会・
運動会等の実施

保護者が学校に来
る機会を月に１回
以上設定をする。

100% 100% A 予定されている機会について、
案内を配布し、実施することが
できた。

A A 予定されている機会について、
案内の配信から実施、アンケー
トによる振り返りを滞りなく行
うことができた。

A 実施後の保護者アンケートで
は、肯定的な感想が多く寄せら
れていた。

引き続き適切に実施して
いけるよう努めていく。

３年生以上による一部
教科担任制の実施

児童アンケート教科担
任による授業が分かり
やすいという肯定的な
回答８割以上

100% 100% A 教科担任を実施している全教員
が、担当教科の授業力の向上を
感じている。

A A 教科担任を実施している全教員
が、担当教科の授業力の向上を
感じている。

A 94%の児童が、教科担当による
授業が分かりやすいと感じてい
る。

引き続き教科担任制の推
進を行っていく。

金魚の飼育を通した、
生命尊重・動物愛護の
精神の育成

全学級において金魚の
飼育と月１回以上の水
槽の清掃

90% 90% A 委員会や係の児童が、金魚の飼
育に積極的に取り組み、生命尊
重・動物愛護の精神を育んでい
る。

A A 担当の教員の呼びかけもあり、
子供たちがしっかりと飼育活動
に取り組めるようになった。

A ９３％の保護者が、子供たちは
生命を尊重し、生き物を大切に
する心が育っていると感じてい
る。

児童が意欲的に飼育活動
に取り組んでいけるよう
引き続き支援していく。

ミライシードを効果的
に活用した授業実践

高学年は１日１回、低
学年は週に３回以上の
ミライシードへのアク
セス

90% 100% A 全教員がiPadを効果的に活用し
て、授業を行っている。更なる
充実に努めていく。

A A 全教員がミライシードを効果的
に活用して、授業に取り組むこ
とができた。

A ９１％の児童がミライシードを
使って楽しく学習に取り組むこ
とができたと回答している。

引き続き、iPadを効果的
に活用して学習指導を
行っていく。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

学校の取組を通して、読書に触
れることができている子供が多
くいた。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立一之江第二学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・よく考え、進んで学習する子ども
・思いやりがあり、助け合う子ども
・体力のある、元気な子ども

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・明日登校するのが待ち遠しい学校
・よく考え、進んで学習する子ども・思いやりがあり、助け合う子ども・体力のある、元気な子ども
・子供たちの「明日」を考えた指導ができる教師

前年度までの本校の
現状

・学力診断テストを通して、基礎・基本をしっかりと身に付けることができた。
・HPをこまめにアップすることで、学校の様子を地域保護者に積極的に発信することができ
た。

・体育の授業改善や体力向上に向けた取組に取り組んだが、体力テストの結果の向上にはつながらなかった。
・保護者からのアンケートを２回実施することで、教育活動の充実につなげていく。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

学校公開では。たくさん汗をか
いて体育の授業に取り組んでい
た。

家庭で日常的に運動に取り組ん
でいる児童の割合が少ない。運
動の日常化につながるような取
組を行っていく。

学校公開では、友達と協力して
楽しそうに体育の学習に取り組
んでいた。

学習の基盤となる基
礎、基本の確実な習
得のためのテストの
実施

家庭学習習慣の定着
に向けた学校の組織
的な対応による取組
の実施

持久力や敏捷性な
どの基礎体力の向
上に向けた取組

学
力
の
向
上

20%の保護者が、学力が十分に
身についていないと感じてい
る。

79％の保護者が、学校の家庭学
習習慣が身に付く取組を評価し
ている。

読書科の更なる充
実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

担任、保護者、巡回指導担当教
員で課題を共有し、連携して指
導に当たることができている。

学校の取組を通して、充実した
異学年交流を行うことができて
いる。

８１％の保護者が、子供たちは
あいさつがきちんとできている
とアンケートで回答している。

特別支援教育の推
進

異学年交流

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

８９％の保護者が、いじめの早
期発見・早期対応に向けて学校
は取り組んでいると評価してい
る。

92％の保護者が、自分の子が楽
しそうに学校に通っていると感
じている。

90％の保護者が、学校は子供た
ちの姿を見守り、指導・支援を
行っていると評価している。

子どもたちの健全
育成に向けた取組

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

一部教科担任制の
推進

9７％の保護者が、教科担任制
により、学習活動が充実してる
と評価している。

９５％の保護者が、子供たちは
生命を尊重し、生き物を大切に
する心が育っていると感じてい
る。

91％の保護者がiPadを効果的に
活用して学習活動に取り組める
よう努めていると評価してい
る。

本校の伝統を受け
継いだ教育活動

教育活動の充実に
向けたICTの効果的
な活用

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

学校（園）ホーム
ページの充実等

８７％の保護者が、学校だより
やホームページを通して学校の
様子がよく分かると評価してい
る。

学校関係者評価の
充実

前期の学校評価アンケートに対
して、194件の回答があり、多
くの保護者が教育活動の改善・
充実に協力している。

保護者が学校に足
を運ぶ機会の充実

学校公開のアンケートでは、学
校の子供の様子が見られてよ
かった・安心したなどの感想が
多く寄せられていた。


